
ここから、もっとサッカーが好きになる！ここから、もっとサッカーが好きになる！
11月22日（土）Smile Sports Park11月22日（土）Smile Sports Park  （前川運動公園）（前川運動公園）
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　Smile Sports Park（前川運動公園）内に2面目の人工芝サッカー場が完成したことを記念し、
11月22日（土）に竣工記念式典と竣工記念サッカー大会を開催しました。
　式典には、ご来賓の皆様をはじめ、施工に携わっていただいた関係会社の皆様、潮来SSS、
延方SS、牛堀SSSの各スポーツ少年団、さらに鹿島アントラーズスクール選抜・つくばスクー
ル選抜の選手が参加しました。
　式典では、市長あいさつに続いて、施工にご尽力いただいた関係会社の皆様への感謝状及び
市への目録贈呈が行われ、市長・ご来賓によるテープカットで新しいグラウンドの完成を祝い
ました。式典終了後には、参加者による記念撮影、市長によるキックインセレモニー（始球式）
が行われ、新グラウンドの未来を象徴する力強い一球が披露されました。
　鹿島アントラーズの協力のもと開催された竣工記念サッカー大会「ANTLERS ITAKO CUP　
U-11」には、県内外から30チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。市内からは延方SSが、
見事第4位に輝きました。
　当公園は人工芝2面と天然芝1面の計3面での運用が可能となり、今後はより大きな大会の開
催や合宿受け入れを通して、スポーツツーリズムによる地域振興が期待されます。

Smile Sports ParkSmile Sports Park
（前川運動公園）（前川運動公園）

人工芝サッカー場竣工記念式典人工芝サッカー場竣工記念式典
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長
年
に
わ
た
り
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
き
た
牛
堀

中
学
校
で
、
閉
校
を
前
に
し

た
学
校
主
催
の
閉
校
行
事
が

文
化
祭
と
と
も
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
全
校
生
徒
112
名

や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、

卒
業
生
が
集
い
、
こ
れ
ま
で

の
感
謝
を
こ
め
た
合
唱
や
発

表
、〝
学
校
の
あ
ゆ
み
〟の
ス
ラ

イ
ド
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
準
備
し
た
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
や
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
写
真
な
ど
が
飾
ら
れ
、

笑
顔
の
中
に
も
名
残
を
惜
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

66
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き

た
学
び
舎
に
は
、
数
え
き
れ

な
い
思
い
出
と
地
域
の
ぬ
く

も
り
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
牛
堀
中
学
校
で
は

12
月
中
旬
か
ら
伝
統
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
、
３

月
に
は
市
主
催
の
閉
校
式
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

潮来市立牛堀中学校
　清華祭・閉校記念行事
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か
き
氷
　
専
門
店

　
か
き
氷
は
、
か
つ
て
夏
の
風
物

詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
果
実
の
ピ
ュ
ー

レ
や
自
家
製
シ
ロ
ッ
プ
、
ミ
ル
ク
や

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
重
ね
た「
進
化
系
か
き

氷
」と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
見

た
目
の
華
や
か
さ
や
季
節
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
点
か
ら
、〝新
し
い
ス
イ
ー
ツ
”と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
だ
わ
り
の
か

き
氷
を
味
わ
え
る
お
店
が
、
こ
こ
潮
来
に
も

あ
り
ま
す
。

氷
菓
ふ
わ
り

石造りの蔵が目印　（潮来市牛堀8-3）
営業日はインスタグラムをご確認ください。

思
い
が
け
ず
開
業

　

か
き
氷
専
門
店「
氷
菓
ふ
わ
り
」を
営
む

の
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
出
身
の
天
海
美
香
さ

ん
。
も
と
も
と
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
大
フ
ァ

ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鹿
行
地
区
で
働

き
、
飲
食
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
カ
フ
ェ
な
ど

で
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
職
場
の
マ
ス
タ
ー
か
ら

「
こ
の
空
き
店
舗
ど
う
？
」と
声
を
か
け
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
自
分
の
店
を
持
ち
た

い
と
大
き
な
夢
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
川
沿
い
に
佇
む
蔵
の
雰
囲
気
に
惹
か

れ
、「
こ
こ
で
や
っ
て
み
よ
う
」と
背
中
を
押

さ
れ
る
か
た
ち
で
は
じ
め
た
開
業
で
し
た
。

　
潮
来
市
の
創
業
支
援
起
業
補
助
金
等
も
活

用
し
、
い
ろ
ん
な
方
の
お
力
を
お
借
り
し
て

開
店
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
で
は
お
店
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
と

つ
な
が
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

個性豊かなかき氷が
冬場は9種類程度夏
は15種類程提供さ
れています。

＃
潮
来
で
つ
な
が
る

＃
大
人
が
ハ
マ
る
進
化
系
か
き
氷

＃
い
た
こ
推
しVol.4
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思
い
が
け
ず
開
業

　

か
き
氷
専
門
店「
氷
菓
ふ
わ
り
」を
営
む

の
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
出
身
の
天
海
美
香
さ

ん
。
も
と
も
と
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
大
フ
ァ

ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鹿
行
地
区
で
働

き
、
飲
食
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
カ
フ
ェ
な
ど

で
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
職
場
の
マ
ス
タ
ー
か
ら

「
こ
の
空
き
店
舗
ど
う
？
」と
声
を
か
け
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
自
分
の
店
を
持
ち
た

い
と
大
き
な
夢
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
川
沿
い
に
佇
む
蔵
の
雰
囲
気
に
惹
か

れ
、「
こ
こ
で
や
っ
て
み
よ
う
」と
背
中
を
押

さ
れ
る
か
た
ち
で
は
じ
め
た
開
業
で
し
た
。

　
潮
来
市
の
創
業
支
援
起
業
補
助
金
等
も
活

用
し
、
い
ろ
ん
な
方
の
お
力
を
お
借
り
し
て

開
店
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
で
は
お
店
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
と

つ
な
が
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　おすすめは、塩ミルクのシロップにアボ
カドとクリームチーズを合わせた「アボカド
塩ミルク」。甘じょっぱさとナッツの香ばし
さが絶妙で、常連さんに愛される一品です。
　このメニューは元フィギュアスケーター・
村上佳菜子さんが気に入ってくださってい
る一品。それを機に、交流が生まれコラボ
販売をしました。

　山梨県北杜市での氷の切り出し作業の様子。きれ
いな水で作った不純物の少ない氷は、向こう側が見
えるほど透明です。

　店内は季節ごとに飾られています。12月は大き
なクリスマスツリー。

POPPO。× 氷菓ふわり　
　村上佳菜子さんのかき氷“POPPO。”とコラボ営業しま
した。それぞれおすすめのメニューを販売。同じかき氷
でも、お店ごとにおいしさ異なり驚きました。

こ
だ
わ
り
の
く
ち
ど
け

　
天
海
さ
ん
の
か
き
氷
づ
く
り
の
こ
だ
わ
り

は
、「
く
ち
ど
け
」。

　
使
う
氷
は
、
山
梨
県
北
杜
市
・
日
本
一
の

名
水
の
里
で
つ
く
ら
れ
る
純
氷
。
２
週
間
か

け
て
じ
っ
く
り
凍
ら
せ
る
こ
と
で
、
不
純
物

の
な
い
透
明
な
氷
に
な
り
ま
す
。
氷
点
下
10

度
の
な
か
で
行
わ
れ
る
切
り
出
し
作
業
に

も
、
年
に
数
回
、
自
ら
足
を
運
び
ま
す
。

　
「
か
き
氷
機
の
削
る
刃
も
１
０
０
杯
ご
と
に

交
換
し
ま
す
。
湿
度
に
よ
っ
て
も
仕
上
が
り

が
変
わ
る
ん
で
す
よ
」と
、
氷
と
真
剣
に
向

き
合
う
姿
は
ま
さ
に
職
人
そ
の
も
の
。

　
「
か
き
氷
は
、
提
供
し
て
か
ら
30
秒
以
内

が
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
時
間
で
す
！
写
真
を

と
る
前
に
ぜ
ひ
、
一
口
食
べ
て
か
ら
撮
っ
て

ほ
し
い
で
す(

笑)

」

　
「
自
分
が
心
か
ら
好
き
だ
と
思
え
る
も
の

を
届
け
た
い
」と
話
す
天
海
さ
ん
。

　

愛
友
酒
造
の
大
吟
醸
や
潮
来
産
の
栗
な

ど
、
地
元
の
素
材
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
新
た
な
か
き
氷
の
魅
力

　
季
節
ご
と
に
変
わ
る
個
性
豊
か
な
か
き
氷

が
並
ぶ「
氷
菓
ふ
わ
り
」。
偶
然
の
出
会
い
か

ら
生
ま
れ
た
お
店
に
は
、
天
海
さ
ん
の
や
さ

し
い
こ
だ
わ
り
と
、
か
き
氷
へ
の
深
い
愛
情

が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
度
味
わ
い
に
い
ら
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

リピ
ート率No.1

アボガド塩ミル
ク

人気No.1濃厚! ごまナッツ
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１
２
０
年
の
歩
み

茨
城
県
立
潮
来
高
校
１
２
０
周
年

　
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、
生
徒
会
会
長
の
吉

田 

葵
さ
ん
、
役
員
の
松
本 

き
ら
り
さ
ん
が
校
長

先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

潮
来
高
校
生
の
印
象
ど
の
よ
う
で
す
か
？

　
一
言
で
い
う
と「
明
る
く
、
素
直
な
心
を
持
ち
、

元
気
が
い
っ
ぱ
い
で
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
生
徒
た
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

今
、
潮
来
高
校
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
そ
の
展
望
に
つ
い
て

　
「
地
域
と
共
に
学
び
続
け
る
」本
校
は「
普
通
科
」

「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
科（
商
業
科
）」「
人
間
科
学
科（
家

政
科
）」の
3
つ
の
学
科
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
3
学
科
設
置
さ

れ
て
い
る
学
校
だ
か
ら
こ
そ
、
普
通
科
に
お
い
て

も
選
択
科
目
が
充
実
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
合
わ
せ
た
多
様
な
学
び
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ「
地
域（
潮
来
市
）」と
密
接
に
つ
な
が
っ
た
教

育
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
商
業
科
に
ル
ー
ツ
を
も
つ「
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
科
」は
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育（
簿
記

や
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
の
学
習
や

各
種
検
定
取
得
）に
加
え
て
、
新
た
に
地
域
連
携
を

盛
り
込
ん
だ
教
育
を
行
う
斬
新
な
学
科
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
、
筑
波
大
学
・
麗
澤
大
学
・
潮
来
市
と
連

携
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
校
外
学
習

を
行
い
、
家
政
科
を
ル
ー
ツ
に
も
つ「
人
間
科
学

科
」で
は
、「
育
て
ま
す
、
食
の
技
術
と
介
護
の
心
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
食
育
、
福
祉
、
健
康
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
基
礎
・
基
本
を
学
ん
で
い

ま
す
。
地
域
に
お
け
る
実
習
を
通
じ
て
、
人
と
の

関
わ
り
の
大
切
さ
や
温
か
さ
の
気
づ
き
も
大
き
な

学
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、「
地
域
を

愛
す
る
こ
と
」「
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
」そ
れ
が
、

地
域
の
活
性
化
や
人
財
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

明
治
38
年
６
月	

私
立
潮
来
裁
縫
学
校
開
校

明
治
39
年
12
月	

�

潮
来
町
立
女
子
技
芸
学
校
設
置
認
可
を
文
部
大
臣

	

に
申
請

明
治
40
年
7
月	

行
方
郡
潮
来
町
立
女
子
技
芸
学
校
認
可

	

稲
荷
山
に
開
校

昭
和
９
年
3
月	

茨
城
県
潮
来
女
子
技
芸
学
校
と
改
称

昭
和
13
年
3
月	

稲
荷
山
よ
り
潮
来
町
出
口
へ
移
転
新
築

昭
和
17
年
3
月	

潮
来
町
立
潮
来
高
等
女
学
校
と
改
称

昭
和
20
年
2
月	

県
移
管
と
な
り

	

茨
城
県
立
潮
来
高
等
女
学
校
と
改
称

昭
和
23
年
4
月	

茨
城
県
立
潮
来
高
等
学
校
と
改
称　

	

全
日
制
普
通
科

昭
和
24
年
4
月	

全
日
制
商
業
科
を
併
設　
定
時
制
を
新
設

昭
和
25
年
4
月	

全
日
制
家
庭
科
を
新
設

昭
和
26
年
4
月	

別
科（
家
庭
科
、
修
業
年
限
２
年
）を
併
設

昭
和
32
年
３
月	

定
時
制
普
通
科
廃
止

昭
和
36
年
4
月	

全
日
制
家
庭
科
を
全
日
制
家
政
科
と
改
称

昭
和
37
年
4
月	

商
業
科
を
1
学
級
増

昭
和
39
年
３
月	

別
科
を
廃
止

昭
和
40
年
3
月	

定
時
制
を
廃
止

昭
和
43
年
11
月	

新
校
舎
完
工　
延
方
地
区
内
田
山
に
移
転

昭
和
45
年
3
月	

�

体
育
館
兼
講
堂
、
格
技
室
、
図
書
館
、
4
月
に
プ
ー
ル
新
設

昭
和
52
年
12
月	

共
同
宿
泊
所
新
設

昭
和
54
年
5
月	

特
別
教
育
棟
新
設

昭
和
58
年
5
月	

潮
来
町
よ
り
弓
道
場
寄
付
を
受
け
入
れ

平
成
元
年
1
月	

防
音
校
舎
に
改
造
、
図
書
館
改
築

平
成
4
年
4
月	

ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
の
制
服
を
導
入

校
長
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吉田 葵さん 松本 きらりさん
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平
成
５
年
2
月	

漕
艇
庫
竣
工
、
4
月
推
薦
入
学
ス
タ
ー
ト

平
成
７
年
3
月	

運
動
部
部
室
新
設

平
成
8
年
10
月	

創
立
90
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
16
年
4
月	

�

商
業
科
、
家
政
科
に
２
年
次
よ
り
コ
ー
ス
制
導
入

平
成
17
年
11
月	

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
17
年
11
月	

第
1
特
別
棟
耐
震
補
強
改
造

平
成
20
年
1
月	

Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
運
行
開
始

平
成
21
年
2
月	

第
2
特
別
棟
耐
震
補
強
改
造

平
成
22
年
4
月	

商
業
科
1
学
級
減

平
成
23
年
3
月	

震
災
に
よ
り
本
館
一
部
破
損

	

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
倒
壊

平
成
24
年
4
月	

学
科
改
編
に
よ
り
家
政
科
が
人
間
科
学
科
へ

平
成
24
年
5
月	

北
面
、
東
面　
法
面
災
害
復
旧
工
事
完
了

平
成
24
年
9
月	

運
動
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
災
害
復
旧
工
事
完
了

平
成
24
年
12
月	

管
理
棟
耐
震
補
強
改
造

平
成
25
年
3
月	

格
技
場
耐
震
補
強
改
造

平
成
25
年
10
月	

�

北
面
、
東
面　
法
面
台
風
豪
雨
に
よ
り
部
分
崩
落

平
成
26
年
1
月	

体
育
館
耐
震
補
強
改
造

平
成
26
年
10
月	

北
面
、
東
面　
法
面
災
害
復
旧
工
事
完
了

平
成
27
年
2
月	

グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
排
水
路
整
備
完
了

平
成
27
年
11
月	

創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
28
年
3
月	

ボ
ー
ト
部
が
全
国
高
校
選
抜
大
会
で
優
勝

平
成
31
年
4
月	

�

学
科
改
編
に
よ
り
商
業
科
が
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
科
へ

令
和
元
年
9
月	

「
い
ば
ら
き
ゆ
め
国
体・ゆ
め
大
会
」開
催

	

ボ
ー
ト
競
技
潮
来
市
開
催

令
和
4
年
4
月	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

	

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）を
導
入

令
和
5
年
9
月	

ロ
ー
イ
ン
グ
部「
か
ご
し
ま
国
体
」少
年
男
子

	

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝

令
和
7
年
4
月	

文
部
科
学
省「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

	

採
択
校
に
決
定



広報いたこ Vol.297
2025年 12月号 8

【お問合せ】子育て支援課　☎63-1111　内線386

■放課後学童クラブとは？？
　仕事等で保護者のいない家庭の小学生を対象に、家庭に代わって遊びや生活の場を提供する事業です。

【保育料・保険料等】
利用形態 学童保育料 保険料

通常保育・臨時保育
放課後　　 　　　500円/日額
１日預かり 　　　800円/日額
月額上限　 　　7,000円（８月以外） 年額　800円

　※臨時保育・途中入所も
　　同額となります。

長期休暇（春・夏・冬休み） 日額　　　 　　　800円/日額
月額上限 　　 10,000円（８月）

夏休みのみ 日額　　　 　　　800円/日額
月額上限 　　 12,000円（８月）　

＊別途おやつ代もかかります。
＊各種減免制度がございます。

【私立学童クラブ】
学童クラブ名・TEL 定員 開設場所 開設日時

こひつじ学童クラブ
☎80-1333 40人 認定こども園　こひつじ園

■放課後～18時30分（延長保育：19時まで）
■一日預かり（長期休暇等）
　7時30分～18時30分（延長保育：19時まで）

慈母学童クラブ
☎66-0624 40人

認定こども園　慈母学園
＊日の出小児童は徒歩で慈母
　学童に移動

■放課後～18時（延長保育：19時まで）
■一日預かり（長期休暇等）
　7時～8時：早朝保育
　8時～18時（延長保育：19時まで）

しらほ児童クラブ
☎67-5620 30人 認定こども園　しらほ園

＊延方小児童は車でお迎え
■放課後～18時30分（延長保育：19時まで）
■一日預かり（長期休暇等）
　8時～18時30分（延長保育：19時まで）

※私立学童クラブの詳細やお申込みは、直接各学童クラブにお問合せください。

【申込期間】
 こひつじ学童クラブ　令和7年12月  8日（月）～令和7年12月19日（金）
 慈母学童クラブ　　　令和7年12月22日（月）～令和8年  1月13日（火）
 しらほ児童クラブ　　令和8年  1月13日（火）～令和8年  1月30日（金）

【一斉申込期間】
　令和8年1月13日（火）～令和８年1月30日（金） 8時30分～17時15分まで
　※令和8年1月20日（火）・30日（金）は、19時まで受付いたします。

【申込方法】
　以下の書類を子育て支援課にご提出ください。
　①放課後学童保育申込書(児童１人につき1部)
　②家庭状況調査申立書（世帯につき１部）
　③潮来市放課後児童クラブ保育料徴収等に関する申出書（世帯につき１部）
　④利用理由別添付書類（父母それぞれ1部）
　　（例：就労を理由とした場合→雇用証明書）

※申込書類は各学童クラブ、
　�または子育て支援課にあ

ります。
　潮来市ホームページから
　もダウンロードできます。

令和８年度 入所児童を募集します

【公立学童クラブ】
学童クラブ名 定　員 開設場所 開設日時

潮来学童クラブ(2クラス) 各40人 潮来小学校
■放課後～18時30分
■一日預かり（長期休暇等）
　7時45分～18時30分

延方学童クラブ(2クラス) 各40人 旧延方幼稚園
日の出学童クラブ 40人 日の出小学校
牛堀学童クラブ 40人 牛堀小学校

学 童 ク ラ ブ
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　  期 日  10月5日（日）～１１月16日（日）　　 場 所  Smile Sports Park 他

【お問合せ】生涯学習課（中央公民館内）　☎66-0660

令和7年度 秋季市民スポーツ大会結果

＜団体競技＞
競技名 部 門 優  勝 準優勝 第３位 第４位

ソフトボール まちゃる ７パワーズ ザ・一公 ―

バスケットボール
男子 チームイタコレイカース 牛堀クラブ ― ―

女子 牛堀クラブ ままサン ― ―

バレーボール 9人制 潮来カンガルー 大生原クラブ ぴれ～ねクラブ ―

サッカー

一般（8人制） ナガノフレンズ 牛堀 ― ―

小学生低学年 潮来SSS 延方SS 日の出SSS ―

小学生高学年 延方SS 潮来SSS 牛堀SSS ―

インディアカ ノア-B セブンスター ノア-A インディア

ソフトバレーボール SKYLANTERN team PANDA Crazy☆P jumble

＜個人競技＞
競技名 部 門 優  勝 準優勝 第３位 第３位
テニス ダブルス 坂

サカモト
本 健

タケヒロ
大・武

タ ケ ダ
田 敦

ア ツ シ
史 井

イ ガ ワ
川 　悠

ユウ
・河

カ ワ ノ
野 高

タ カ シ
志 大

オオハシ
橋 由

ヨ シ ミ
美・本

モトミヤ
宮 康

ヤスマサ
正 ―

ソフトテニス

一般男子 大
オオサカ

坂 亮
リョウタ

太・宮
ミ ヤ タ

田 尚
ナ オ キ

季 長
ナガオカ

岡 拓
タ ク ミ

実・海
エ ビ サ ワ

老澤 魁
カイ

小
オ ヌ マ

沼 陽
ハ ル ト

翔・吉
ヨ シ ダ

田 大
タ イ ガ

快 梅
ウ メ ダ

田 賢
ケ ン ゴ

吾・中
ナカヤマ

山 颯
ソ ウ タ

太

一般女子 貝
カイヅカ

塚 ひなた・田
タムカイ

向 ひなの 上
ウ エ ダ

田 千
セ ラ

愛・大
オ オ ク ボ

久保 一
イ チ カ

花 比
ヒ キ

企 奈
ナ ナ

南・中
ナ カ ノ ヤ

野谷 みずほ 安
アンジュウ

重 奈
ナ ナ コ

々子・生
ナマイザワ

井沢 愛
ア イ ナ

奈

成年 石
イシカワ

川 正
マサユキ

幸・伊
イ サ ヤ マ

佐山 貴
タ カ シ

史 佐
サ サ キ

々木 瞬
シュンイチ

一・大
オオカワ

川 尚
ヒ サ オ

男 石
イシヤマ

山　 満
ミチル

・伊
イ ト ウ

藤 優
ユ ウ ヤ

弥 秋
アキモト

本 賢
マサアキ

輝・秋
アキモト

本 美
ミ キ コ

紀子

小学生 初心者の部 木
キ ウ チ

内 慈
シ オ ン

恩・永
ナ ガ ヤ

矢 唯
ユ イ ト

翔 宮
ミヤウチ

内 唯
ユ キ

希・安
ヤスハラ

原　 稜
リョウ

髙
タカハシ

橋 秋
ア イ カ

香・大
オオカワ

川 靖
シ ズ ノ

乃 ―

小学生 経験者の部 松
マツナガ

永 彩
ア ヤ セ

聖・小
オ ヌ マ

沼 菜
ナ ナ

々 飯
イ イ ダ

田 大
ヤ マ ト

和・小
コ ヤ ノ

谷野 琉
ル カ

花 笠
カサハラ

原 大
ヒ ロ ム

夢・島
シマザキ

﨑 咲
サ ホ

穂 ―

バドミントン

上級 男子ダブルス 谷
タニ

　広
ヒロユキ

行・小
コ ジ マ

島　 剛
ツヨシ

梅
ウメバラ

原 秀
ヒ デ オ

夫・山
ヤマモト

本 直
ナ オ キ

希 小
コ ハ マ

濱 末
スエヒロ

広・野
ノ ダ

田 信
ノブヒロ

博 谷
タニグチ

口 浩
ヒ ロ シ

史・高
タ カ ギ

木 　潤
ジュン

上級 女子ダブルス 千
セ ン ダ

田 明
ア ケ ミ

美・渡
ワタナベ

邉 睦
ム ツ ミ

美 下
シモソコガワ

曽小川 裕
ユウキ

起・伊
イ ト ウ

藤 裕
ユ ウ コ

子 市
イチカワ

川 由
ユ キ コ

喜子・西
ニシタケ

竹 富
ト ミ コ

美子 横
ヨコヤマ

山 広
ヒ ロ コ

子・田
タ ム ラ

村 紀
ノ リ コ

子

初級 ダブルス 山
ヤマモト

本　 静
シズカ

・小
コバヤシ

林 萌
モ エ

絵 野
ノ グ チ

口 有
ユ ウ コ

子・赤
アカザワ

澤 博
ヒ ロ シ

志 戸
ト エ ダ

枝 千
チ ズ コ

鶴子・稲
イ ナ ダ

田 京
キョウコ

子 後
ゴ ト ウ

藤 京
キョウコ

子・竹
タケナカ

中 進
ノ ブ オ

朗

初級 女子ダブルス 山
ヤマモト

本　 静
シズカ

・小
コバヤシ

林 萌
モ エ

絵 戸
ト エ ダ

枝 千
チ ズ コ

鶴子・稲
イ ナ ダ

田 京
キョウコ

子 伊
イ ト ウ

藤 照
テ ル ヨ

代・栗
ク リ タ

田 弘
ヒ ロ コ

子 ―

初級 混合ダブルス 野
ノ グ チ

口 有
ユ ウ コ

子・赤
アカザワ

澤 博
ヒ ロ シ

志 後
ゴ ト ウ

藤 京
キョウコ

子・竹
タケナカ

中 進
ノ ブ オ

朗 橋
ハシモト

本 祐
ユ ミ コ

美子・貴
キ シ

志 友
ト モ キ

紀 ―

剣　道

小学生の部 石
イ シ ヅ

津 采
コ ト ネ

祢 関
セキカワ

川 結
ユ ナ

菜 松
マツガネ

金 羽
ハ ナ

愛 吉
ヨシカワ

川 小
コ ナ ツ

夏

中学生男子 土
ツ チ コ

子 蒼
ソ ラ

頼 下
シモカワ

河 磐
バ ン ナ

和 松
マツノブ

信 武
タ ケ ル

琉 松
マツガネ

金 優
ユ ウ ト

翔

中学生女子 飯
イ イ ダ

田 真
マ イ

維 宮
ミヤモト

本 　雫
シズク

比
ヒ ガ

嘉 明
ア ス キ

日来 笹
ササモト

本 梨
リ タ

珠

競技名 部 門 射詰の部優勝

弓　道 一般
黒
ク ロ ス

須 　 剛
タケシ

射込の部優勝 射込の部準優勝 射込の部第３位
大
オ オ ノ

野 広
ヒ ロ ト

人 黒
ク ロ ス

須 　 剛
タケシ

大
オオ

﨑
サキ

 真
シン

一
イチ

※軟式野球は天候不良により日程が延期となり、広報作成時点で結果が未確定のため掲載しておりません。ご了承ください。

（前川運動公園）
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期　　日 	令和8年2月21日（土）
	 開演:午後6時30分（開場:午後5時45分）

場　　所 	潮来公民館 大ホール
出 演 者 	○落　語 ：	吉

よしわら

原　朝
ちょうば

馬
	 　　　　　	金

きん

原
げん

亭
てい

　馬
ばしょう

生
　　　　　　　　　　	吉

よし

原
わら

　馬
ばじゃく

雀
　　　　　　　　　　	柳

りゅうてい

亭　すわ郎
ろう

	 ○音
おん

　曲
ぎょく

 ： 桂
かつら

　小すみ
入 場 券 	一席 2,000円 （309席全席指定）

	 ※未就学児の入場はお断りいたします。
販売窓口 	潮来公民館窓口のみ

	 12月18日（木) 午前９時〜
販売時期 	午前9時～午後5時（月曜・休館日を除く）
お問合せ 	潮来公民館（潮来市潮来456-1）

	 ☎62-3522　午前9時～午後5時
	 　　　　　　 (月曜・休館日を除く)

潮来あやめ寄席第第3434回回

　ご家庭の電話・携帯電話から専用電話番号（0299-94-2705）へ
おかけください。品名を話すだけで、AIが分別方法を案内します。
※�AIが応答できない内容は、職員が代わって応対します。早朝や夜間な

ど職員が不在の場合は、改めておかけ直しください。

⚫ �「折りたたみ傘」はどのように捨てれば
良いですか？

⚫ 「段ボール」の捨て方を教えてください。

⚫� �「ペットボトル」の分別について教えてく
ださい。

⚫ 「衣類」の捨て方が分かりません。　など

【応答可能なお問合せの例】

AI電話でごみの分別も安心！大掃除にお役立てください
　年末の大掃除などでごみの出し方に迷うことはありませんか？
そんな時に便利なのが、市のAI電話です。(24時間365日対応)

〈専用電話番号〉 0299-94-2705
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INFORMATION 2025.12

不妊治療にかかる費用
の一部を助成します

救急車を呼ぶか迷った
ときは救急電話相談

潮来市公営墓地『ほりのうち
霊園』の使用者募集について

　不妊治療を受けている夫婦の経済的負担の軽減を
図るため、医療保険適用の生殖補助医療と併せて行
う先進医療治療費の一部を助成します。
対 �潮来に住民登録のある方で、以下の⑴～⑷の全て

にあてはまる夫婦
　⑴�生殖補助医療（体外受精、顕微授精等）以外の治療法

によっては妊娠の見込みがない又は極めて少ないと
医師に診断され、医療保険が適用される生殖補助医
療及び先進医療を組み合わせて治療を行った方。

　⑵�治療開始日における妻の年齢が43歳未満である方。
　⑶令和７年４月１日以降に治療が終了した方。
　⑷市税を滞納していない方。
助成金の額：１回の治療につき上限４万円。
問・申かすみ保健福祉センター （島須777）
　　 ☎64-5240 / メール：kenkou@city.itako.lg.jp

　急な病気やケガで、救急車を呼ぶか迷ったときや、
すぐ医療機関を受診するべきか分からず不安なとき
は、「茨城県救急電話相談」をご利用ください。
　看護師等がアドバイスを行い、夜間や休日などに
受診可能な医療機関もご案内します。
※相談は無料ですが通話料がかかります。

　潮来市公営墓地ほりのうち霊園の申し込みは、令和7年度から随
時募集となり、申込資格も変更となりますので、ご確認ください。
場 潮来市堀之内1221番地３ （牛堀小学校 二本松寺の近く）
◯募 集 区 画　第１種（境界縁石、カロート付　幅2.0ｍ×2.5ｍ）
◯募集区画数　5区画（1世帯1区画のみ、募集区画が埋まり次第終了）
￥ 永代使用料（初回のみ）500,000円、年間管理費（毎年度）5,230円
　 ※�永代使用料と年間管理料は、初回のみ許可証交付日までに一括

して納めていただきます。
　 ※納付された永代使用料と年間管理料は、原則として返還いたしません。
◯申込資格　以下の条件を全て満たす者。
　(1) 潮来市に住民登録がある方
　(2) 潮来市営墓地をお持ちでない方
　(3) 申込者本人以外に墓地の承継者（2親等以内の親族）がいる方
　※遺骨をお持ちでない方の申し込みはできません。
◯申込方法　
　�所定の申込用紙(墓地使用許可申請書・墓地承継承諾

書)に必要事項を記入し、環境課まで持参。申込書は環境
課窓口または市ホームページより取得できます。郵送や
メールでの受け付けはいたしません。

問 環境課　☎63-1111　内線251～253

枝払いにご協力ください
　道路や歩道へ樹木・枝が張り出していることが原
因で車両や歩行者に事故が発生した場合、樹木所有
者の責任を問われる場合があります。事故等を未然
に防ぐ為にも、写真のような状態となっている土地・
樹木を所有されている方は、樹木の伐採や枝払い等
の適切な処理をお願いいたします。
　なお、樹木伐採の際は、電線・電話線に十分ご注
意ください。電線にかかっている場合には、東京電
力☎0120-995-007へご相談ください。

問 都市建設課　☎63-1111　内線350　
　 茨城県土木事務所　道路管理課　☎62-3726

R3年度撮影 R3年度撮影
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時 12月24日(水) 午前11時～午後2時
場 牛堀公民館
内 eスポーツやニュースポーツ
　 自彊術サロン
　 ・子ども食堂（おにぎり·みそ汁）
問 福祉を楽しく話す会ハートカズラ 
 　潮来市社会福祉協議会 ☎63-1296

　心肺蘇生法、AEDの使用法など応
急手当を習得できます。
時 令和8年2月1日（日）
 　午前9時30分～午後6時30分
場 行方市立北浦公民館
対 �潮来市·行方市·鉾田市に在住·在勤·

在学の方
定 20名
申 �下記の問合せ先にメールください。
　 件名：上級救命講習会受講申請
　 �本文：�氏名（ふりがな）、生年月日、

住所、電話番号
　 令和8年1月6日（火）
    午前9時～受付開始
備 ·食事は各自でご用意ください。
　 ·運動のできる服装でお越しください。
　 ·筆記用具をご持参ください。
　 ·技能習得者には修了証を交付します。
問 鹿行広域事務組合消防本部警防課
　 ☎0291-34-8119
　 メール：honbu-kyukyu@rokkou-kouiki.jp

　シルバー人材センターでは、あや
め笠づくりを引き継き継承していく
ため、市民の皆様に経験していただ
く中笠づくり体験を開催します。
時 令和８年2月2日(月)～6日(金)
 　午前10時から午後3時  5日間
場 潮来市シルバー人材センター活動室
対 市内在住で参加できる方
定 10名
持 昼食、作業のできる服
申 �下記連絡先へ電話にて申し込み。
　 1月23日（金）申込締切
問 潮来市シルバー人材センター
　 ☎63-1213

上級救命講習会
開催〈無料〉

第１回ハートカズラ
まつり開催〈無料〉

あやめ笠づくり講習会
開催〈無料〉

〇ＭＲ（麻しん風しん混合ワクチン）
　2期の予防接種の対象となっており
ます。忘れずに接種しましょう。
対 来年４月に小学校へ入学するお子さま
　（平成31年4月2日～令和２年4月1日生まれ）
￥ 無料 ※期限を過ぎると全額自己負担
内 接種方法
    ① 医療機関に電話予約
    ② �母子健康手帳、マイナ保険証        

（資格確認書）、予診票を持参
して接種

　 接種期限　令和8年3月31日まで
〇二種混合（DT）ワクチン・日本脳炎
　Ⅱ期の接種時期です。忘れずに接
種しましょう。
対 現在、小学校6年生のお子さま
　（平成25年4月2日～平成26年4月1日生まれ）
￥ 無料 ※期限を過ぎると全額自己負担
内 接種方法
    ①医療機関に電話予約
    ② ��母子健康手帳、マイナ保険証

（資格確認書）、予診票を持参
して接種

　 接種期限　13歳のお誕生日の前日まで
問 かすみ保健福祉センター　☎64-5240

　エイズとは、HIV(ヒト免疫不全ウ
イルス)に感染し、免疫力が低下する
ことによって発症する病気で、適切
な感染の予防と早期発見・治療が大
切です。潮来保健所では、無料・匿
名で相談・検査を行っていますので、
お問合せください。
問 潮来保健所　保健指導課
　 ☎66-2174

　都市の将来像を示す「都市計画区域 
マスタープラン」の作成にあたり、住
民の皆様からご意見をいただくため、
公聴会を開催します。
　公聴会では、原案に対して、公述
人として意見を述べることができま
す。申出者多数の場合は、意見内容
を考慮のうえ代表者を選定させてい
ただきます。
時 令和８年1月20日(火) 午後1時～
場 潮来市役所　本庁舎3階　第一会議室
備 �公述の申出がない場合は、公聴会

は開催されません。
　 �意見を述べることを希望する方

は、閲覧期間中の1月5日(月)～1
月13日(火)までに公述申込書を提
出してください。様式はHPにて
ご確認ください。

問 茨城県土木部都市局都市計画課
　 ☎029-301-4592
　 都市建設課  ☎63-1111  内線348

　固定資産の納税義務がある償却資
産の所有者の方には、毎年1月1日現
在で所有している償却資産について、
その所在、種類、数量、取得時期、
取得価格、耐用年数、見積価格など、
償却資産課税台帳の登録及び価格の
決定に必要な事項を、その償却資産
がある市町村に申告していただくこと
になっています。
　該当する事業用償却資産を所有し
ている方は、忘れずに申告書を提出し
ていただくようお願いいたします。

提出期限　令和８年１月30日（金）
※�事業用太陽光発電設備（ソーラーパ

ネル発電）を設置された方へ
　事業用太陽光発電設備（ソーラーパ
ネル発電）は償却資産に該当します。
　毎年１月１日時点で該当する設備を
所有されている方は、法人・個人を問
わず償却資産の申告が必要です。
　詳細は、税務課資産税担当にお問
い合わせください。
問 税務課  ☎63-1111  内線135・136

　ストーマケアの管理の基本や災害時
の備え等についてお伝えします。
時 令和８年1月11日(日)
　 午前10時から午後３時
場 鹿嶋市立中央公民館
　　(鹿嶋市宮中4631-1)
￥ 1,000円(昼食·飲食代等)
申 12月25日(木)申込締切
　 電話またはFAXにて申し込み。
(公社)日本オストミー協会茨城県支部
鹿行センター　大竹
電話·FAX 0299-83-3611（留守電）

　ノロウイルスは年間を通して発生
しますが、特に冬の時期に流行がみ
られます。ノロウイルスに感染する
と、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、発
熱などの症状を起こすことがありま
す。ただ、無症状の感染者も多く、
知らないうちに感染し、周りの人に
ウイルスを広げてしまう可能性があ
ります。人の手を介して食品が汚染
される事例が多いため、予防の基本
は手洗いです。手は石けんで30秒以
上洗いましょう。
　また、食品は中心部まで十分に
加熱（85℃～90℃で90秒以上）しま
しょう。調理器具等はノロウイルス
に対して有効な塩素系漂白剤で消毒
しましょう。
問 潮来保健所　衛生課　☎66-2116

　結婚を希望する独身の方の出会い
の相談や仲介等を行っていただく「マ
リッジサポーター」を募集します。

（募集期間：令和8年1月31日（土）まで）
結婚支援に関心のある方はお気軽に
お問い合わせください。
問・申 茨城県少子化対策課
　　  ☎029-301-3261

予防接種のご確認を
お願いします。

知ることから、もう一度。
12月1日は世界エイズデー

鹿行圏域都市計画区域マスター
プランに関する公聴会の開催

事業用償却資産を
所有している方へ

人工肛門・人工ぼうこうの皆様へ
鹿行地区医療講習会　開催

食中毒に注意！

結婚支援ボランティア
「マリッジサポーター」募集

INFORMATION
 お知らせ　  催し・イベント　  募集

時日時・期間　場場所　対対象　内内容　持持ち物　定定員　備備考　￥費用　申申込方法等　問問合せ先　他その他
※QRコード記載のものはお知らせの詳細となります。
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10月10日（金）かすみ保健福祉センター
茨城県子どもを守ろう！

オレンジリボンたすきリレー2025
　潮来市かすみ保健福祉センターにて、子ども
の虐待防止啓発活動を目的に「茨城県子どもを
守ろう！オレンジリボンたすきリレー」を実施し
ました。虐待防止の象徴であるオレンジリボン
をたすきに、虐待防止への市民の関心を高める
ことや関係機関の協働の大切さを訴えました。

10月8日（水）市長室
なめがたしおさい農協学校給食

のために地元農産物を提供
　なめがたしおさい農業協同組合（代表理事組
合長：金田 富夫さん）より、地元農産物 （チンゲ
ン菜・れんこん・ねぎ）を無償でご提供いただき
ました。いただいた農産物は、 昨年度に引き続き
食農教育の一環として、学校給食に使用させて
いただきます。誠にありがとうございました。

10月21日（火）日の出小学校
JFAこころのプロジェクト「夢の教室」
　日の出小学校5年生を対象に「夢の教
室」が開催され、ローイング競技選手の
中条　彩香さんが夢先生として登壇しまし
た。体を使ったゲームとトークを通じて、
交流を深めました。最後に子どもたちは夢
シートに未来の思いを記入し、笑顔と希望
あふれる時間となりました。

 　9月18日（木）　 　10月7日（火）
 潮来第一中学校� 津知小学校 　

人権教室が開催されました
　鹿嶋人権擁護委員協議会潮来地区では、いじめ等の
人権問題について考える機会をつくるために市内小中学
校の児童生徒を対象とした人権教室を開催しています。
　児童たちは、人権啓発のＤＶＤを視聴した後、お互
いに意見を交わしながら、SNSを使うときに気をつけ
ることや、相手の気持ちを考えることの大切さを学び
ました。

10月8日（水）市長室
2025年少林寺拳法  茨城県大会出場
　出場した潮来小学校6年生(左から磯山 
源希さん、山本 潤さん、上田 陽太さん)、
親子組演武の部出場の成井 直之さん等が
市長を表敬訪問されました。親子組演武の
部は見事な演武で11月に行われる全国大会
への出場を決めました。市長から健闘をた
たえるとともに激励の言葉が贈られました。

10月17日（金）～19日（日）霞ヶ浦・北浦等
2025秋季全国鯉釣り潮来大会　開催
　鯉釣り愛好家の親睦や鯉釣りの発展を目
的に「全鯉協2025秋季全国釣り潮来大会」
が開催され、全国の鯉釣り愛好家が腕を競
いました。この大会の参加費の一部を潮来
市社会福祉協議会へご寄附していただきま
した。誠にありがとうごうございます。

10月22日（水）市長室
水郷潮来観光ガイドマニュアル 作成

　水郷潮来観光ボランティア連絡協議会の皆さん
が、市内観光案内のガイドマニュアルを作成し、
市長を表敬訪問されました。このガイドマニュア
ルは、訪れた観光客の方々に潮来の良さを知っ
てもらおうと、市内の様々な観光名所を紹介し
たものです。今後、市内の公民館などに寄贈し、
本市の観光振興に役立てたいと話されました。

10月14日（火）～17日（金）・20日（月）潮来高校
お箏の特別事業

　潮来高校に音楽の授業の一環として、「箏
の音色や奏法関心を持ち、箏に対する基礎
的な知識や技術を身につける」をテーマに、
特別講師の髙橋将行先生が授業を行いまし
た。生徒の皆さんは、演奏に耳を傾けたり、
課題曲「さくら」の練習に取り組む等、真剣
な表情で授業に取り組んでいました。

10月12日（日）あやめこども園
あやめこども園 運動会

　あやめこども園で運動会が行われました。
園児の皆さんは、徒競走や障害物競走、遊
戯、親子競技など一生懸命取り組みました。
生き生きとした園児の皆さんの姿に、保護者
や来賓の方々からは温かい拍手が送られ、笑
顔あふれる運動会となりました。
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株式会社ダスキン土浦
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）を活用し、市に
ご寄附をいただいた株式会社ダスキン土浦様（代表取締役：
鳶義久さん）に対し、原市長から感謝状が贈呈されました。企
業版ふるさと納税は、国が認定した地域再生計画に位置づけ
られる地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄
附を行った場合に、法人関係税から税額を控除する仕組みで
す。いただいたご寄附は、「観光振興や企
業誘致、起業・創業支援により、成長する
地域経済をつくる事業」に活用させていた
だきます。誠にありがとうございました。

市長室
10/24（金）

デフリンピックキャラバンカーが
潮来市にやってきました

　東京2025デフリンピック開催にあたり、大会の魅力を
伝えるため全国を巡るキャラバンカーが潮来市にやってき
ました。会場では、あやめや多くの市民が笑顔で迎えまし
た。レプリカの金メダルの展示や茨城県出身の選手紹介も
行われ、会場は温かな拍手に包まれ
ました。大会への関心と応援の輪が
広がるひとときとなりました。

潮来市役所
10/15（水）

第76回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　第76回茨城県消防ポンプ操法競技大会 鹿行地区大会が 
開催され、自動車ポンプの部では第1分団第2部（上丁）が、 
小型ポンプの部では第2分団第1部（三丁目・あやめ2丁目）
が潮来市代表として出場しました。鹿行各市の代表 チーム
が参加する中、日頃の練習の成果を発揮し、小型ポンプの
部は優勝、自動車ポンプの部では準優勝
と好成績を残しました。誠におめでとう
ございます。

鉾田総合公園
10/18（土）

第2分団第1部第2分団第1部

第1分団第2部第1分団第2部

　第47回水郷潮来花火大会が開催され、約3,000発の大
小玉様々な花火が潮来の秋の夜空を彩りました。会場に集
まった方々からは、花火があがるたびに歓声が上がり、多
くの方が水上から間近に上がる水
郷の花火を楽しんでいました。

北利根川特設会場
（水郷北斎公園）
10/18（土）

第47回　水郷潮来花火大会
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潮
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だ
け
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
鬱
蒼
と
し

た
藪
に
な
っ
て
い
て
、
自
生
す
る
大
木
の
た
め
か
、
上
円

部
に
は
損
傷
が
目
立
ち
ま
す
。
下
方
部
も
、
残
念
な
が
ら

一
部
が
耕
作
地
と
し
て
耕
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
千
年
以
上
の
年
月
で
木
々
の
根
や
人
の

手
な
ど
で
侵
食
さ
れ
つ
つ
形
状
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
関
心
と
力
が
あ
れ
ば
、
潮
来

市
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
し
て
い
け
る
原
動
力

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
潮
来
市
文
化
財
保
存
審
議
会
　
久
保
　
隆

　
水
郷
の
魚
た
ち
　
― 

ヨ
シ
ノ
ボ
リ（
と
お
り
ゴ
ロ
）

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然
第
92
回

　
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
と
い
う
魚
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
令
和
6
年
度
、
文
化
庁
の
「
伝
統
の

１
０
０
年
フ
ー
ド
」
に
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
魚
介
類
食
文
化
が
認
定
さ
れ
、
水
郷
名
産
の
佃

煮
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
ゴ
ロ
の
佃
煮
」の
材
料
は
ゴ
ロ
と
呼
ば

れ
る
小
型
ハ
ゼ
類
で
、
こ
の
ゴ
ロ
の
な
か
に
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
の
仲
間
は
日
本
産
だ
け
で
現
在
約
20
種
が
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
中
に
広

く
分
布
し
て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
・
北
浦
と
そ
の
流
入
河
川
・
水
路
に
は
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

(

写
真
上)

が
生
息
し
て
お
り
、
と
く
に
流
入
河
川
で
は
最
も
よ
く
み
ら
れ
る
魚
の
一
つ
で

す
。
本
種
の
オ
ス
は
繁
殖
期
の
春
に
色
鮮
や
か
に
な
り
（
尾
ビ
レ
基
部
の
橙
色
斑
が
名
前

の
由
来
）、
オ
ス
同
士
で
口
を
大
き
く
開
け
ヒ
レ
を
広
げ
て
威
嚇
し
合
い
ま
す(

写
真
下)

。

本
種
は
生
活
史
の
な
か
で
川
と
湖
を
回
遊
し
ま
す
。
卵
か
ら
生
ま
れ
た
３
㎜
ほ
ど
の
仔
魚

は
川
を
下
り
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
で
浮
遊
生
活
を
経
て
２
㎝
ほ
ど
の
稚
魚
に
な
り
、
梅
雨
頃

に
川
へ
一
斉
に
遡
上
し
ま
す
。
そ
の
後
は
川
に
滞
在
し
て
成
長
し
、
翌
年
の
春
に
成
熟
し

ま
す
。

　
川
へ
遡
上
途
中
の
ハ
ゼ
類
の
稚
魚
を
、
水
郷
で
は「
と
お
り
ゴ
ロ
」と
呼
び
ま
す
。
地
元

の
方
か
ら
川
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ロ
が
遡
上
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
て
、
い
つ
か
そ
の

光
景
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
7
月
上
旬
、
川
で
の
調
査
時
に
、
体
長
２
㎝

ほ
ど
の
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
稚
魚
の
群
れ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
群
れ
は
上
流
の
ほ

う
ま
で
ず
っ
と
続
く
長
い
列
と
な
り
、
大
蛇
の
よ

う
に
う
ね
り
な
が
ら
川
を
登
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
回
遊
生
活
の
一
部
で
あ
る「
と
お
り
ゴ
ロ
」現

象
を
実
際
に
見
ら
れ
た
あ
の
瞬
間
は
、
今
で
も
鮮

明
に
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
地
元
の

方
に
よ
る
と
、
昔
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ゴ
ロ
が

遡
上
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ゴ
ロ
の
漁
獲
量
は
過

去
数
十
年
の
う
ち
に
激
減
し
て
い
ま
す
。
水
郷
な

ら
で
は
の
食
文
化
を
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ゴ

ロ
の
遡
上
・
生
息
し
や
す
い
環
境
の
保
全
・
再
生

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
茨
城
大
学 

大
学
院
理
工
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
博
士
前
期
課
程  

加
藤 

樹
音

トウヨシノボリ　
生鮮状態の標本(上)と水槽での闘争行動(下)
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊通信通信
第78回第78回

　
潮
来
市
大
生
地
区
に
あ
る
大
生
古
墳
群
は
、
茨
城
県
内
で
も
規
模
が
大
き
く
、
大

生
西
古
墳
群
・
大
生
東
古
墳
群
・
大
賀
古
墳
群
・
釜
谷
古
墳
群
・
水
原
古
墳
群
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
大
生
西
古
墳
群
は
子
子
舞
塚
古
墳・鹿
見
塚
古
墳
と
い
っ
た
、

大
き
な
前
方
後
円
墳
が
水
郷
県
民
の
森
の
中
に
あ
る
た
め
、
見
学
も
し
や
す
く
、
親

し
み
が
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
今
回
は
、
少
し
分
か
り
に
く
い
場
所
に
あ
る
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。

　
古
墳
群
内
で
最
大
規
模
の
方
墳
（
四
角
形
の
古
墳
）
は
、
再
利
用
さ
れ
、
現
在
で
は

大
生
殿
神
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
大
生
神
社
と
間
違
え
て
訪
問
す
る
方
も
い

ま
す
の
で
、
見
学
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
神
社
の
石
碑
に
よ
り
ま
す
と
、
江
戸
時

代
初
期
に
こ
の
地
で
善
政
を
敷
い
た
殿
様
が
、
大
坂
冬
の
陣
に
出
陣
す
る
途
中
で
病

死
し
た
た
め
、
方
墳
の
頂
上
に
石
碑
を
建
て
、
そ
の
遺
訓

を
守
り
、
殿
様
を
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
遺
訓

に
よ
り
、
近
隣
か
ら
の
信
仰
を
集
め
、
関
係
者
が
代
々
管

理
し
続
け
て
き
た
た
め
、
方
墳
の
形
を
現
在
も
維
持
し
続

け
て
い
ま
す
。
参
拝
か
た
が
た
、
方
墳
の
形
状
や
規
模
を

見
学
で
き
ま
す
。

　
大
生
東
古
墳
群
の
私
有
地
に
は
、
規
模
の
大
き
な
上
円

下
方
墳
（
上
部
が
丸
く
下
部
が
四
角
形
の
古
墳
）
が
あ
り

ま
す
。
大
生
の
古
墳
群
に
お
け
る
上
円
下
方
墳
は
、
こ
の

古
墳
だ
け
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
鬱
蒼
と
し

た
藪
に
な
っ
て
い
て
、
自
生
す
る
大
木
の
た
め
か
、
上
円

部
に
は
損
傷
が
目
立
ち
ま
す
。
下
方
部
も
、
残
念
な
が
ら

一
部
が
耕
作
地
と
し
て
耕
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
千
年
以
上
の
年
月
で
木
々
の
根
や
人
の

手
な
ど
で
侵
食
さ
れ
つ
つ
形
状
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
関
心
と
力
が
あ
れ
ば
、
潮
来

市
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
し
て
い
け
る
原
動
力

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
潮
来
市
文
化
財
保
存
審
議
会
　
久
保
　
隆

第75回 “社会を明るくする運動”

　10月26日（日）、第75回“社会を明るくす
る運動”の一環として募集しました高校生標
語の優秀作品表彰式が行われました。530名
から応募があり、審査の結果、次の方々が
入賞されました。おめでとうございます。

最優秀 小 川　希 姫 （麻生高校） 「SNS　消えない言葉　残るきず」
優　秀 奥 川　皐 輔 （潮来高校） 「リスペクト　相手におくる　ほめことば」
優　秀 藤 田　慶 也 （麻生高校） 「多様性　一人一人が　主人公」
優　良 齋 藤　瑠 夏 （潮来高校） 「いじめはね　“見て見ぬふり”も　いじめだよ」
優　良 河 野　朱 那 （潮来高校） 「支え合い　みんなで作る　幸せの輪」
優　良 神 野　結 愛 （麻生高校） 「悪いこと　ちがうと言える　その勇気」
優　良 森 　　柚 稀 （潮来高校） 「あいさつで　広がる笑顔　地域の輪」
優　良 小沢  瑚々奈 （玉造工高） 「助け合い　誰かのために　差し出す手」

高校生標語表彰式高校生標語表彰式
受賞者の皆さま受賞者の皆さま

おめでとうございます！おめでとうございます！

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
小
林
で
す
。
今
回
は
潮
来
市
高
大
連
携
事
業

に
関
し
て「
麗
澤
大
学
地
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
５
」と「
筑
波
大
学
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
２
５
」に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

潮
来
市
高
大
連
携
事
業
と
は
、
潮
来
高
校
生

の
感
性
と
大
学
生
の
知
識·

ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
を
す
る
事
業

で
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題
へ

の
対
応
を
目
的
に
、
令
和
2
年
度
か
ら
続
く
取
り

組
み
で
す
。
高
校
生
と
大
学
生
は
、
調
査·

議
論

を
重
ね
、
地
域
の
魅
力
発
掘
と
活
性
化
策
を
提
案

し
ま
す
。
今
年
度
は
、
５
つ
の
班
が
提
案
動
画
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票

の
結
果
、
1
班
と
4
班
が
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
発
表
し
ま
し
た
。　

麗
澤
大
学
で
は
1
班
が
発

表
。『
は
ま
ぐ
り
で
繋
が
る
ま

ち
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
に
、
潮

来
市
と
周
辺
地
域
が
連
携
し

た
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
斬

新
な
提
案
を
し
ま
し
た
。
筑

波
大
学
で
は
4
班
が
発
表
。

『
チ
ャ
リ
通
は
命
が
け
』を
テ

ー
マ
に
、
潮
来
市
の
交
通
に

つ
い
て
若
者
な
ら
で
は
の
視

点
で
提
案
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
班
も
堂
々
と
し

た
発
表
で
、
7
月
の
事
業
開

始
時
か
ら
大
き
な
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。
投
票·

応
援
い
た

だ
い
た
皆
様
、
こ
の
度
は
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

麗澤大学で発表の様子（11月2日）筑波大学で発表の様子（11月3日）

動画配信中
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図書館
だより

今
月
の
本
棚
（
１
月
）

「
古
墳
・
埴
輪
」

　

潮
来
市
に
も
古
墳
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
身
近
な
と
こ
ろ

に
古
墳
が
あ
る
な
ん
て
驚
き
で
す
ね
。

図
書
館
二
階
に
あ
る
郷
土
資
料
展
示

室
に
は
様
々
な
出
土
品
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い

方
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

児
童
特
集
（
１
月
）

 「
馬
だ
け
に
う
ま
い（
馬
の
お
話
）」

　

２
０
２
６
年
の
干
支
は「
午（
う

ま
）」で
す
ね
。
さ
っ
そ
う
と
走
る
姿

は
か
っ
こ
い
い
の
に
、
お
顔
は
か
わ

い
ら
し
い
、
み
り
ょ
く
た
っ
ぷ
り
の

馬
の
お
話
を
集
め

ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

正
月
に
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

 イベントのお知らせ
親子で楽しむリトミック講座

日　時： 1月28日（水）午前10時30分～ 11時15分
内　容：�ピアノ演奏や歌に合わせて、親子で一緒に体を

動かすリトミック講座を開催します。
講　師：小川 由紀 氏
　　　　（ピアノ講師＆リトミック研究センター認定講師）
対　象：乳児～未就学児　
定　員：15組／先着順
参加費：無料　※事前申込要

文化芸術体験出前講座
内　容：�澄み渡る冬の空気に響く、和の音色で心を温め

ましょう♪尺八・三味線・筝の音楽鑑賞会を開
催します。

日　時：1月18日（日） 午後6時～ 7時
出　演：樋口景山／樋口雅礼瑤／宮後雅紫都
対　象：小学生～一般（中学生以下は保護者同伴）
定　員：30名程度／先着順
参加費：無料　※事前申込要
申　込：�12月20日（土）午前10時より図書館窓口へ直接

お申し込み
　　　　＊�初日は図書館窓口のみ。電話でのお申し込み

は12月21日（日）以降に受付開始します。
　　　　＊申込時に座席指定となります。
　　　　＊�1月18日（日）は終日、2階学習コーナーは利用

できません。
　　　　＊�公演中は、図書館の中に尺八・三味線・筝の

演奏が響きます。

新春だるま作り
内　容：�かみねんどとモールでかわいいだるまを作りま

しょう！
日　時：1月12日（月）
　　　　①午前10時30分～ 11時30分
　　　　②午後2時30分～ 3時30分
対　象：3歳～高校生
　　　　（3年生までは保護者同伴）
定　員：各回8名程度／先着順
参加費：400円　※事前申込要

図書館カウンターまたはお電話にて
お申込みください。

開館時間：午前１０時～午後5時（入場無料・月曜日休館)

【お問合せ】水郷まちかどギャラリー
　　　　　　潮来市潮来１８２－３　☎ ６３－３１１３

水 郷 ま ち か ど ギ ャ ラ リ ー 展 示 案 内水 郷 ま ち か ど ギ ャ ラ リ ー 展 示 案 内

 お問合せ
  潮来市立図書館　☎ 80－3311　FAX 64－5880

 1月の図書館カレンダー
  館内整理休館：1月21日（水）
  年末年始休館：12月29日（月）～ 1月3日（土）

おはなし会予定表
１月４日（日） 午前11時～11時30分

「おしょうがつ」のおはなし
図書館スタッフ

１月９日（金）午前11時30分～正午
０～３歳児のおはなし会（子育て広場／中央公民館）
図書館スタッフ

１月10日（土） 午後2時～2時30分
「えと（うま）」のおはなし
図書館おはなしボランティア

１月24日（土） 午後2時～2時30分
むかしばなし
図書館おはなしボランティア

期　間 催し物名 展示内容 備　考

1/10㈯

～

1/16㈮
潮来高校文化部

発表会

◯美術・書道部、
　家庭部作品展示
◯家庭部作品販売
◯JRC部、商業部
　活動内容紹介
◯吹奏楽部コンサート
　1/10㈯  13:30 〜
　ギャラリー展示室にて

最終日は
15時まで

1/12(月)
休館

1/20㈫

～

1/25㈰
小沼竹男
油彩画展 絵画 最終日は

15時まで

1/31㈯

～

2/8㈰
小堀進記念

水彩画公募展 小学生絵画 2/2(月) 
休館
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日 Sunday 月 火 水 木 金 土Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

1 January　2026
CALENDAR

子育て広場（う幼）官公庁仕事始め
子育て広場（う幼）

子育て広場（う幼）

1歳6か月児健診
(2024.6月生まれ)(か)
子育て広場（う幼）

1歳児育児相談
（2025.1月生まれ）（か）
骨粗しょう症検診（か）
子育て広場（う幼）

こども子育て相談（か）
子育て広場（う幼）

子育て広場（う幼）

潮来市消防出初式
（中公）

休日窓口開庁（市）
8：30~12：00
二十歳のつどい（中公）

休日窓口開庁（市）
8：30~12：00
骨粗しょう症検診（か）

福祉心配ごと
相談（社協）

４か月児育児相談
(2025.8月生まれ)(か)
子育て広場（う幼）

こころの健康相談（か）
子育て広場（う幼）

子育て広場（う幼）

子育て広場（う幼） 子育て広場（中公）

子育て広場（う幼）

３歳児健診
(2022.10月生まれ)(か)
子育て広場（中公）

子育て広場（中公）

◆今月の納税　▶国民健康保険税の第7期分（納期日：2月2日）
　　　　　　　▶後期高齢者医療保険の第7期分(納期日：2月2日)

実施
場所

5

12

19

26

6

13

20

27

休日診療・各種相談のお知らせ

悩まずにまず相談を！各種無料相談（12月・1月）
相 談 名 法律相談 福祉心配ごと相談 こころの健康相談

日　　時 12月15日（月）
午後1時～4時

1月7日（水）
午後1時～4時

1月22日（木）
午前10時～ 11時

場　　所 潮来市社会福祉協議会 かすみ保健福祉センター
申込方法 事前にお電話にてご予約のうえお越しください。

お問合せ 潮来市社会福祉協議会
☎63－1296

かすみ保健福祉センター
☎64－5240

夜間初期救急センター
現在休診しています。

防災無線テレホンサービス　☎６２－４６８８

いたこハートカフェ
（カフェつぐみ）14:00 〜15:30
７か月児育児相談
(2025.5月生まれ)(か)

成人の日

休日当番医（1月）
１月   4日（日） ユビキタスクリニックHINODE ☎94－8008

１月 11日（日） 飯 島 内 科 ☎66－0280

１月 18日（日） 延 方 ク リ ニ ッ ク ☎66－1873

１月 25日（日） 仲 沢 医 院 ☎63－2003

夜間小児救急診療所

毎日
午後8時～11時

鹿嶋市教育センター内
（鹿嶋市宮中1998－2）
☎0299－82－3817

おとな救急電話相談
24時間
365日

☎050－5445－2856
（短縮ダイヤル☎♯7119）

子ども救急電話相談
24時間
365日

☎050－5445－2856
（短縮ダイヤル☎♯8000）

潮来市公式LINE
ID検索の場合はこちら
@itako082236

茨城県警察防犯アプリ
いばらきポリス

県内の犯罪発生情
報・防犯情報、防犯
ブザー機能・ちかん
対策機能など

（市）…潮来市役所
（中公）…中央公民館
（う幼）…旧うしぼり幼稚園

（社協）…潮来市社会福祉協議会
（か）…かすみ保健福祉センター《ひまわり》

元日
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https://www.city.itako.lg.jp
hasshin@

city.itako.lg.jp

11 月 1 日現在    （ ）内は前月比

世帯

（−1）

（−28）

（＋6）人（−29）

※空メールを送信して
　登録してください。
※携帯電話の場合
　別途通信料が発生します。

12,854人

12,916人

11,64625,770

年末年始の業務・休館日のお知らせ
月日・曜日　

　施　設　名

令和７年12月 令和８年１月
27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

潮来市役所（☎63－1111） 休 休 休 休 休 休 休 休 休
かすみ保健福祉センター≪ひまわり≫（☎64－5240） 休 休 休 休 休 休 休 休 休
集積所（家庭ごみの回収）（☎63－1111） 休 休 休 休 休 休 休
クリーンセンターへのごみの直接搬入
（潮来クリーンセンター　☎64－5311） 休 休 休 休 休 休

市立図書館（☎80―3311） 休 休 休 休 休 休
中央公民館（☎66―0660）
※1月12日(月·祝)は、施設点検のため休館 休 休 休 休 休 休

各地区公民館 休 休 休 休 休 休 休 休
ヘルスランドさくら（☎64－5858） 休 休 休 休 休 休 休
火葬場（霞ヶ浦聖苑 ☎55－2710） 休※1 休※2 休※3 休※3 休
教育支援センター　のびのびルーム（☎64－2145） 休 休 休 休 休 休 休 休 休
潮来市民プール（☎66－7511） 休 休 休 休 休 休

◆市役所への戸籍に関する届出
出生・死亡・婚姻などの届出は、年末年始の休業期間
中でも受付します。届出の際は事前にご連絡ください。

【死亡届提出に伴う火葬許可証交付 受付時間】
　12月27日（土）～31日（水）：午前8時30分～正午
　 1月 1日（木）～ 2日（金）：警備員が届出書を預かるのみ
　　　　　　　　　　　　（火葬許可証の発行不可）
　 1月 3日（土）～ 4日（日）：午前8時30分～正午

◯死亡届の提出には火葬場の予約が必要となります。
◯受付時間外に死亡届を提出される場合には、警備

員がお預かりし、1月5日（月）の取扱いとなります。
◯急を要し閉庁日の火葬許可証交付を希望される方

は、電話受付センターまでご連絡ください。
　潮来市電話受付センター（戸籍専用）
　☎029-243-7559

◆証明書コンビニ交付サービス
全国のコンビニエンスストアやイオン等での証明書
の交付は、年末年始も毎日ご利用いただけます。
(コピー機＜キヨスク端末＞設置店舗）

◆霞ヶ浦聖苑
　※１　12月29日(月)
　　　　電話受付のみ 午前8時30分～午後5時
　※２　1月1日(木)　終日全業務休館
　※３　1月2日(金)・3日(土)
　　　　電話受付のみ 午前8時30分～正午

◆水道管の漏水・下水道管の詰まり
　昼夜受付します。　　田の森配水場　☎67－5743

◆クリーンセンターへのごみの直接搬入
年内は12月30日(火)の午後４時までとなります。
◯�年末は大変混み合いますので、ご家庭で分別して

搬入してください。
◯�市で処分できないごみはクリーンセンターへ搬入でき

ませんので、事前に市ホームページをご確認ください。
　環境課　　　　　　　　☎63-1111
　潮来クリーンセンター　☎64-5311
　施設管理センター　　　☎64-5050

◆集積所（家庭ごみの回収）
12月31日(水) ～1月4日(日)は回収を行いません。この
期間は集積所へごみを出さないようにお願いします。
分別の仕方がご不明な場合は市ホーム
ページをご確認ください。
　環境課　☎63-1111  内線251~253

◆家庭の粗大ごみ戸別収集
12月の最終受付日は、12月22日(月)です。最終収
集日は12月27日(土)です。年始は1月5日(月)から
受付、7日(水)から収集を開始します。
　シルバー人材センター　☎63-1213

◆し尿のくみ取り
収集運搬業者の休業日は、各社にお問合せください。
・潮来環境衛生　☎62-2247
・水郷衛生社　　☎66-3692
・小松崎清掃　　☎64-6154
・麻生衛生舎　　☎73-2296
・㈱和城産業　　☎82-5931

─ 施設へのお問合せ等はお早めにお願いします ─

ごみの分別手引きと
ポスター


